
資料３－１

2024.2.10

【解説編】

変更前 変更後 page

1(1) 統一記号一覧表

新規 ストライク記号を分類 ○ ストライク ○ 見逃しストライク P4

▽ 空振りストライク

新規 Ｐ ペナルティボール、ペナルティストライク P4

参照：記入例56、記入例57

1(2) 統一記号の記入例

変更 アピールアウト記号の変更 ２（ＡＯ） ２ＡＯ 参照：記入例7、記入例8 P6

変更 野手選択記号の変更 例：６ＦＣ 例：６ＦＣ－４ ※送球先の野手を記帳 P8

参照：記入例41

17(4) 不正投球

変更 不正投球を記録しない場合を追加 走者あり　→　ＩＰを記録する 走者あり　→　ＩＰを記録する P33

（投球はすべて１ボールをカウント） 走者なし　→　ＩＰを記録する 走者なし　→　ＩＰを記録しない

参照：記入例58

17(5) 投球数について

変更 投球数に加えないものを追加 故意四球、離塁アウト時の投球 故意四球、離塁アウト時の投球 P33

ペナルティボール、ペナルティストライク

打順誤りによる正位打者アウト（条件付き）

参照：記入例7、記入例8、記入例56、記入例57

18(3) 自責点～出塁した走者について～

変更 ①a 三振振り逃げ暴投での出塁は非自責点対象 三振振り逃げ暴投での出塁は自責点対象 P34

変更 ②a P34

18(4) 自責点～アウトの機会について～

変更 ③d 三振振り逃げ暴投はアウトの機会に含める 三振振り逃げ暴投はアウトの機会に含めない P35

19(1) 勝利投手

変更 ６回で終了した場合、３イニングを投球 ６回で終了した場合、４イニングを投球 P37

５回で終了した場合、３イニングを投球 ５回で終了した場合、３イニングを投球

４回で終了した場合、２イニングを投球 ４回で終了した場合、３イニングを投球

３回で終了した場合、２イニングを投球 ３回で終了した場合、２イニングを投球

スコアリングマニュアルｖ５　主な改訂内容（抜粋）

項　目

ペナルティボール・ペナルティストライク記
号の追加

自責点対象の走者として、三振振り逃げ暴投
を追加（第４版を修正）

非自責点対象の走者として、三振振り逃げ暴
投を削除（第４版を修正）

アウトの機会に数えない場合に、三振振り逃
げ暴投を追加（第４版を修正）

先発投手の勝利投手の条件として、投球回数
が７イニング未満の場合を変更
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2024.2.10スコアリングマニュアルｖ５　主な改訂内容（抜粋）

変更前 変更後 page

20(1) 完全試合

投球回数について追記 注：７イニング未満の試合を除く P38

20(2) 無安打無得点試合

投球回数について追記 注：７イニング未満の試合を除く P38

21(4) 代替プレイヤー

追記 ① P40

21(5) テンポラリーランナー

追記 ⑤ 国際（WBSC)ルールを参考掲載 P40

追記 ⑥ 国際（WBSC)ルールを参考掲載 P40

25(3) 規定打席数

追記 時間制限のある試合の基準値について追記 昨年以前の伝達事項を掲載 P43

９０分

５回もしくは６０分

25(4) 規定投球回数

追記 時間制限のある試合の基準値について追記 昨年以前の伝達事項を掲載 P43

９０分

５回もしくは６０分

国際(WBSC)ルール等の紹介 ※ＪＳＡでは採用しない

19(1) 勝利投手

新規 救援投手（セーブ） P37

25(1) 各率の算出法

新規 ⑥ ＯＰＳ（On-base plus slugging）＝出塁率＋長打率 P43

新規 ⑦ 盗塁死 P43

新規 ⑧ 捕手の盗塁刺 P43

2024ルールブックに頭部外傷についても代替
プレイヤーを適用することになったが、国際
大会では適用していない

項　目

国内ルールとして頭部外傷に伴う処置につい
ても適用することを追記

国際（WBSC)ルールでの適用（違反があった場
合、アピールプレイ）を追記

国際（WBSC)ルールでの適用（集計対象者）を
追記
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2024.2.10スコアリングマニュアルｖ５　主な改訂内容（抜粋）

【事例編】

変更前 変更後 page

変更 事例18-3 旧事例18-12 P68

変更 事例19-7 先発投手の投球回数に関する条件を修正 P88

追記 事例21-15 ①を追記 P99

変更 事例21-22 P105

新規 事例21-28 テンポラリーランナー事例の追加 P109

新規 事例21-29 テンポラリーランナー事例の追加 P111

追記 進塁記帳について追記 事例4-1②a、4-1③a P54

関連： 事例13-1、18-5②、18-34

復活 その他、過去事例の復活 事例6-2、7-1、9-1、14-5、17-1、

【記帳要領】

変更前 変更後 page

後攻 サヨナラゲーム イニング途中で試合が終了

アウトの機会に数えない場合に、三振振り逃
げ暴投を追加したため自責点となる

代替プレイヤーの記帳の修正。および、解説
の修正
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